
高
橋
市
長
は
自
ら
の

セ
ク
ハ
ラ
行
為
を
認
め
辞
職
を

誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
狛
江
に

高
橋
市
長
は
セ
ク
ハ
ラ
を
認
め

自
ら
辞
す
る
べ
き

［３］こまえ市議会だよりNo.209平成30年（2018年）5月15日

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

田
中
智
子

原
案
に
あ
る
北
部
児
童
館
の
建
設
や
認
可
保
育
園

増
設
、
シ
ル
バ
ー
相
談
室
の
増
設
な
ど
は
、
市
民
要

望
に
応
え
る
も
の
で
あ
り
評
価
す
る
。
し
か
し
国
民

健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
は
大
幅
値
上
げ
と
な
り
、

低
所
得
世
帯
に
重
い
負
担
を
強
い
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
編
成
替
え
動
議
は
値
上
げ
の
負
担
を

軽
減
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
家
賃
補
助
創
設
な
ど
、

市
民
生
活
支
援
を
拡
充
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て

編
成
替
え
動
議
に
賛
成
し
、
原
案
に
反
対
す
る
。

市
長
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題
で
は
、
情
報
公
開
資
料
や

複
数
の
女
性
の
証
言
で
市
長
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
市
長
自
身
も
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
セ

ク
ハ
ラ
行
為
の
一
部
を
認
め
て
い
る
。
セ
ク
ハ
ラ
行

為
は
個
人
の
尊
厳
を
不
当
に
侵
害
す
る
社
会
的
に
許

さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
。
全
て
の
職
員
が
安
心
し
て

働
け
る
職
場
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
市
長
は
一
日
も

早
く
、
職
員
と
市
民
に
謝
罪
し
辞
職
す
べ
き
で
あ
る
。

狛
江・生
活
者
ネ
ット
ワ
ー
ク

山
本
暁
子

子
ど
も
・
若
者
施
策
で
は
、
子
ど
も
食
堂
運
営
費

補
助
や
若
者
支
援
ガ
イ
ド
の
策
定
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク

で
の
市
民
と
行
政
の
協
働
事
業
、（
仮
称
）北
部
児
童

館
で
の
中
高
生
セ
ン
タ
ー
機
能
充
実
の
取
り
組
み
を

評
価
す
る
。
中
学
校
で
の
標
準
服
選
定
手
続
に
お
け

る
ル
ー
ル
整
備
を
評
価
し
、
性
別
を
問
わ
ず
ス
カ
ー

ト
と
ズ
ボ
ン
を
選
べ
る
よ
う
要
望
。
自
殺
対
策
計
画

策
定
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
死
に
た
い
と
つ
ぶ
や
く
若
者
が
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
の
な
い
よ
う
対
策
を
要
望
す

る
。
障
が
い
者
の
地
域
移
行
を
支
え
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
へ
の
支
援
拡
充
を
求
め
る
。
駅
前
三
角
地
は

災
害
時
の
活
用
に
備
え
安
心
安
全
課
と
の
連
携
を
要

望
す
る
。
市
民
の
人
権
を
守
る
べ
き
行
政
に
お
け
る

セ
ク
ハ
ラ
と
パ
ワ
ハ
ラ
は
看
過
で
き
な
い
。
第
三
者

調
査
と
外
部
相
談
窓
口
設
置
は
必
須
だ
。未
だ
被
害

者
への
謝
罪
が
な
く
市
民
の
信
頼
回
復
への
道
筋
も
見

え
な
い
事
に
抗
議
し
、一
般
会
計
予
算
に
反
対
す
る
。

無
会
派
三
宅

眞

「
狛
江
市
は
、
ま
ち
の
魅
力
が
あ
が
っ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し
、
６
年
前
の

市
長
就
任
前
後
で
の
数
字
を
比
較
す
る
と
、
①
各
種

財
政
指
標
が
劇
的
に
改
善
②
そ
の
期
間
で
人
口
５
％

増
加
③
そ
の
期
間
で
税
収
増
加
④
子
育
て
世
代
が
市

内
主
要
モ
デ
ル
世
帯
と
な
っ
て
き
た
、
と
い
う
事
実

を
検
証
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
財
政
健
全
化
が
成
さ

れ
た
要
因
に
関
し
て
答
弁
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
前
市

政
で
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
「
財
政
規
律
」

の
導
入
に
あ
る
こ
と
が
、
最
古
参
幹
部
（
副
市
長
）

の
答
弁
か
ら
確
認
で
き
た
。
一
方
、
新
年
度
は
国
の

税
制
改
正
の
影
響
で
地
方
消
費
税
交
付
金
減
少
が
見

ら
れ
る
等
、
厳
し
い
自
治
体
運
営
が
強
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
予
算
編
成
に
言
及
。
今
後
と
も
借
金
が

膨
ら
む
国
に
頼
る
こ
と
な
く
、
自
立
し
た
狛
江
市
と

し
て
子
育
て
世
代
に
過
大
な
借
金
を
残
さ
な
い
市
政

運
営
が
必
要
と
申
し
上
げ
、
原
案
に
賛
成
と
し
た
。

無
会
派
太
田
久
美
子

財
政
規
律
は
守
ら
れ
て
い
る
の
か
、
働
き
方
改
革

や
市
民
参
加
は
推
進
さ
れ
て
い
る
の
か
を
中
心
に
審

議
し
た
。
財
政
規
模
は
年
々
増
加
し
、
臨
時
財
政
対

策
債
も
増
額
、
経
常
収
支
比
率
も
扶
助
費
の
増
、
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
等
で
悪
化
す
る
見
込
み
。

働
き
方
改
革
で
は
総
務
費
に
集
中
す
る
セ
ク
ハ
ラ
防

止
対
策
の
体
制
に
は
特
別
職
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
に
は

何
も
対
応
さ
れ
な
い
。
予
算
編
成
以
前
に
セ
ク
ハ
ラ

疑
惑
が
発
覚
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
職
員
管
理

費
に
第
三
者
委
員
会
の
設
置
が
予
算
化
さ
れ
て
い
な

い
。
副
市
長
が
職
員
課
の
依
頼
で
や
ん
わ
り
と
注
意

し
た
事
案
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
件
数
に
含
ま
れ
て
い
な

い
。
加
害
者
が
公
人
の
場
合
は
そ
の
黒
塗
り
は
公
開

に
値
す
る
と
思
う
が
公
開
さ
れ
な
い
。
平
成
30
年
度

一
般
会
計
予
算
は
市
民
参
加
の
根
幹
を
揺
る
が
す
情

報
公
開
や
文
書
管
理
の
不
備
、
そ
し
て
セ
ク
ハ
ラ
の

告
発
に
対
応
で
き
な
い
予
算
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。

平
成
30
年
度
は
狛
江
市
に
と
っ
て
大
変
に
重
要
な

一
年
。
こ
の
予
算
執
行
が
「
発
展
し
た
狛
江
市
政
の

礎
と
な
っ
た
」
と
、
将
来
の
市
民
か
ら
評
価
頂
け
る

か
、
こ
れ
を
根
底
に
据
え
所
信
表
明
等
を
中
心
に
総

括
質
疑
に
臨
み
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
個
別
事
業

も
つ
ぶ
さ
に
確
認
し
た
。
今
予
算
は
、「
日
本
一
安

心
で
安
全
な
ま
ち
」
そ
し
て
「
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
高
齢
者
も
若
者
も
、
誰
も
が
地
域
で
自

立
し
て
生
活
で
き
る
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
て
、
非
常
に
限
ら
れ
た
財
源
の
中
に
あ
っ

て
も
、
今
、
手
を
打
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
増
加
す
る
社
会
保
障
費
の
財
源
確
保
に
対
す

る
将
来
へ
の
不
安
を
少
し
で
も
軽
減
さ
せ
よ
う
と
の

努
力
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
私
ど
も
が
日
頃
の
活
動

の
中
で
寄
せ
ら
れ
た
「
市
民
の
声
」
を
予
算
要
望
と

し
て
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
随
所
に
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
予
算
原
案
に
賛
成
す
る
。

高
橋
市
長
の
財
政
健
全
化
は
、
公
債
費
以
上
の
借

金
を
せ
ず
、
公
共
施
設
修
繕
整
備
基
金
な
ど
積
み
立

て
ず
に
推
進
。今
年
は
そ
の
規
律
が
崩
れ
た
。国
の
臨

時
財
政
対
策
債
へ
の
依
存
度
が
防
衛
費
な
ど
に
よ
り

上
が
る
中
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」創
生
補
助
金
は

５
年
で
１
０
０
０
億
。余
す
と
こ
ろ
２
年
。人
口
減
少

を
消
滅
自
治
体
と
し
て
流
布
。中
核
都
市
への
仕
事
と

人
口
流
入
を
図
る
も
の
だ
が
、狛
江
市
で
は
ラ
・
フ
ォ

ル
・
ジ
ュル
ネ
音
楽
祭
に
使
わ
れ
、
問
題
の
精
査
が
必

要
。給
食
民
間
委
託
・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
コ
ン
ビ
ニ

交
付
な
ど
国
策
追
随
で
の
補
助
金
増
を
イ
ベ
ン
ト
に

使
っ
て
は
意
味
が
な
い
。音
楽
祭
は
３
６
０
０
万
。安

心
し
て
暮
ら
せ
る
平
和
な
国
家
と
身
近
な
暮
ら
し
を

守
る
自
治
体
が
必
要
。放
射
能
対
策
、
平
和
環
境
政

策
、
医
療
介
護
連
携
な
ど
で
の
低
所
得
世
帯
対
策
な

ど
の
充
実
を
。セ
ク
ハ
ラ
で
卒
業
式
祝
辞
も
述
べ
ら
れ

な
い
市
長
は
自
ら
認
め
て
辞
す
る
べ
き
。

予
算
２
８
４
億
円
は
過
去
３
番
目
の
大
き
さ
で
、

主
な
要
因
は
普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度
比
約
９
億

６
千
万
円
増
で
（
仮
称
）
北
部
児
童
館
新
築
工
事
や

東
野
川
放
課
後
ク
ラ
ブ
新
築
工
事
、
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
及
び
西
河
原
公
民
館
改
修
工
事
な
ど
。
扶
助

費
が
前
年
度
比
約
３
億
６
千
万
円
増
は
待
機
児
童
解

消
に
向
け
た
保
育
定
員
拡
大
な
ど
に
よ
る
も
の
で
子

育
て
環
境
の
充
実
で
納
得
で
き
る
。
後
期
基
本
計
画

の
最
終
年
度
で
あ
る
31
年
度
に
向
け
そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
に
お
い
て
追
い
込
み
の
年
度
で
あ
る
が
、
実
績
が

落
ち
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
要
因
と
今
後
の
展
開

を
整
理
し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
取
組
を
強
化
す
る
。

私
ど
も
は
４
月
か
ら
の
新
年
度
予
算
を
最
も
望
ま
し

い
姿
で
執
行
さ
れ
８
万
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え

て
、
市
民
生
活
に
悪
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
最
大
の
使
命
で
あ
る
。
よ
っ
て
自
由
民
主
党
・

明
政
ク
ラ
ブ
は
本
予
算
案
に
対
し
賛
成
と
す
る
。

無
会
派
辻
村
と
も
こ

無
会
派
山
田
た
く
じ

高
橋
市
長
就
任
後
の
行
財
政
改
革
（
財
政
規
律
の

導
入
、国
・
都
の
補
助
金
の
積
極
活
用
、民
活
導
入
に

よ
る
歳
出
抑
制
等
）
を
高
く
評
価
し
本
予
算
に
も
賛

成
す
る
。そ
の
上
で
今
後
の
少
子
高
齢
化
に
伴
う
歳
出

増
、歳
入
減
を
に
ら
み
①
国
連
の「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
を
意
識
し
た
自
治
体
経
営
と
②

複
数
市
に
よ
る
広
域
連
携
を
提
案
し
た
い
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

は
将
来
の
ま
ち
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、
そ
う
な
る
に

は
今
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

（
逆
算
）の
考
え
方
を
採
る
。将
来
世
代
の
こ
と
を
本
気

で
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。こ
れ
に
よ
り
財
政
支
出

で
も
選
択
と
集
中
が
働
き
、
抑
制
が
期
待
さ
れ
る
。一

方
、
広
域
連
携
は
事
務
を
共
同
で
行
う
こ
と
で
歳
出

を
抑
制
、
規
模
の
経
済
を
働
か
せ
る
。後
者
は
国
保
の

単
位
を
市
か
ら
今
春
、
都
に
移
し
た
例
が
そ
う
だ
。こ

れ
を
税
徴
収
、
介
護
保
険
、
障
害
者
福
祉
等
で
も
真

剣
に
検
討
す
べ
き
時
代
に
来
た
。

無
会
派
市
原
広
子

狛
江
市
議
会
公
明
党
佐
々
木
貴
史

自
由
民
主
党・明
政
ク
ラ
ブ

栗
山

剛

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

セ
ク
ハ
ラ
と
い
う
人
権
侵
害
に

抗
議
し
予
算
に
反
対

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
定
し
た
行
財
政
運
営
を

適
切
な
情
報
公
開
と

セ
ク
ハ
ラ
防
止
対
策
を

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
意
識
し
た

自
治
体
経
営
と
広
域
連
携
を

一
般
会
計
予
算
額
は
２
８
４
億
円
、
前
年
度
比
17

億
円
、６
・
４
％
増
、過
去
３
番
目
に
大
き
な
予
算
編

成
。市
税
は
納
税
義
務
者
増
加
に
よ
り
個
人
市
民
税

は
微
増
。各
種
交
付
金
の
減
額
、
経
常
一
般
財
源
も

減
収
と
、
中
期
財
政
計
画
の
規
律
あ
る
財
政
運
営
を

行
う
た
め
の
３
つ
の
財
政
規
律
に
基
づ
い
た
財
政
運

営
が
今
後
厳
し
い
状
態
。看
過
で
き
な
い
。人
生
１
０
０

年
時
代
を
見
据
え
た
少
子
高
齢
化
社
会
で
は
、
扶
助

費
の
財
源
確
保
が
困
難
だ
。し
か
し
限
ら
れ
た
財
源

で
、
高
橋
市
長
は
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

高
齢
者
も
若
者
も
、
誰
も
が
地
域
で
自
立
し
て
生
活

で
き
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」
や
「
安
心
安
全
日
本

一
」等
の
実
現
に
向
け
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
、
民
間
活
力
導
入
促

進
、
提
案
し
た
駅
前
広
場
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入

等
歳
入
確
保
策
を
強
化
。歯
周
病
検
診
、
岩
戸
北
七

差
路
交
差
点
信
号
機
設
置
、
無
電
柱
化
実
現
等
を
評

価
。本
案
賛
成
、編
成
替
え
動
議
に
反
対
す
る
。

子
育
て
世
代
が
住
み
続
け
ら
れ
る

狛
江
市
を
期
待

厳
し
い
状
況
下
、

歳
入
確
保
策
強
化
な
ど
を
評
価

反対反対

反対


